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275 名からの回答に基づいて 18 項目 3 下位尺度( r思いやり」、「精神的強さ」、「障害理解J) から
なる自己成長感尺度を作成した。
第 3 章では、第 2 章で作成した自己成長感尺度のほか、先行研究で作成・使用されてきた母性






己成長感が高まることが示された。また、 ss 源は ss の質へ影響していること、 ss 源は ss の質
を介して自己成長感へ間接的に影響していることが確認された。
第 4 章では、障害児を育てる母親 4 名を対象に半構造化面接調査を実施し、障害児の母親のレ
ジリエンスが「同じ立場の仲間の支え」、「家族の支え」、「友人の支え」、「専門家の支え」、「対人
間問題解決スキル」、「個人内問題解決スキノレ」から構成されている可能性を示唆した。
第 5 章では、第 4 章の成果をもとに調査項目を作成し、障害児を育てる親の会等の協力のもと
質問紙調査を実施した。障害児を育てる母親 325 名からの回答に基づいて 23 項目 3 下位尺度 (r心
理的柔軟性心「外向的対処」、「専門的支援J) からなるレジリエンス尺度を作成した。
第 6 章では、第 2 章で作成した自己成長感尺度、第 5 章で作成したレジリエンス尺度のほか、









確認され、 ss の質からはレジリエンスを介した間接的効果、 ss 源からは ss の質さらにレジリエ
ンスを介した間接的効果が確認された。レジリエンスが高いほど、中でも「外向的対処」が高い
ほど、また、子どもの年齢が高い(養育年数が長い)ほど自己成長感が高まることが示された。

















































に作成したこと、それらを用いて b) 自己成長感とレジリエンスの実態を検討するとともに、 c) 自
己成長感と部分レジリエンスの関連を明らかにし、また d) 複数の自己成長感関連要因(母親の個
人要因、子どもに関する要因、環境要因)を明らかにした初めての試みであった点が高く評価さ
れた。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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